
イスラエルは100万人が飢える
ガザ市への全面侵攻をやめろ
9月9日、イスラエルはカタールの首都ドーハで停戦協議ハマス代表団を狙って暗殺攻撃をしか

け、ビルを破壊し、5人を殺害しました。他国を爆撃するなどとんでもない侵略行為です。しかもこ

れはガザ停戦協議を破壊するものです。イスラエルはこの攻撃を事前にトランプ政権に通知し、米

側も止めませんでした。トランプ政権もネタニヤフ政権と完全にグルで、ガザでの戦争を終わらせ

るつもりなど全くないのです。さらにイスラエルはチュニジアでガザ救援船団に2回のドローン攻撃

を仕掛ました。野蛮さはとどまるところを知りません。

私たちは米国とイスラエルがガザの住民に対する虐殺攻撃、飢餓攻撃を直ちにやめ、戦争を終

結させて軍隊をガザから撤退させることを要求します。戦争犯罪である市民虐殺をやめ、パレスチ

ナの自決権と国家樹立を認めることを要求します。それしか解決の道はありません。

市民虐殺と追い出しのためのガザ市全面攻撃をやめろ
イスラエルのネタニヤフ政権はいまガザ市への全面侵攻を行なっています。すでにイスラエル軍

はガザ市の半分近くを占領していますが、残りの土地にはガザ市１００万人がいます。彼らはイスラ

エル軍の食糧封鎖によって深刻な飢餓に直面していますが、追い出されたら二度と戻れないこと

がわかっているので避難しません。動けない人も多いのです。イスラエル軍は彼らを追い出すため

に激しい爆撃を行なっています。住むところをなくすために、数十か所の高層住宅を狙って破壊し

ています。連日１００人を超えるガザの市民が攻撃で殺されています。国連などもこれを虐殺（ジェ

ノサイド）と認定し、直ちに攻撃をやめるように要求しています。しかし、イスラエルはやめるつもり

がありません。

イスラエルの狙いは二つです。ガザ市民をもっと南に追い出し、そこからさらにエジプトなど外国

に追放したいのです。もう一つはガザ市を破壊しつくして更地にし、そこにユダヤ人を入植させ、ガ

ザをイスラエルに併合したいのです。どちらも明白な国際法違反、戦争犯罪です。この作戦を強行

すれば多数のガザ市民だけでなく、捕虜になっているイスラエル兵も死を免れません。ネタニヤフ

は捕虜が死んでも構わないと考えています。とんでもない暴挙です。

日本政府はイスラエルへの制裁を行なえ、イスラエルボイコットを
イスラエルの残虐な虐殺に黙っていてはいけません。世界から声をあげてイスラエルに虐殺をや

めさせなければなりません。ナチスのユダヤ人大虐殺を糾弾したように、いまはイスラエルのパレス

チナ人虐殺を糾弾し、止めなければなりません。それは私たち人類の義務です。

イスラエルのガザ食糧封鎖で、餓死者が急速に増えています。毎日のように子どもが死んでいま

す。ガザ市攻撃と同時に住民への飢餓攻撃を直ちにやめさせなければなりません。事態は飢えた

住民が援助トラックに殺到して食料配布そのものが不可能になる深刻さです。イスラエルは国連や

人道支援機関の食料・物資搬入を無条件で認めるべきです。

日本政府に凶悪な戦争を続けるイスラエルに対して制裁を加えるよう要求しましょう。ネタニヤフ

政権に対して、日本政府が外交的措置、武器の輸入停止、資金提供やあらゆる協力をやめるよう

要求しましょう。

カタールでの暗殺攻撃糾弾！

リブ・イン・ピース☆９＋２５
https://www.liveinpeace925.com Email; info@liveinpeace925.com 2025年 9月 11日



イスラエルは大虐殺、飢餓作戦をやめろ！

日本政府はイスラエルを制裁せよ

□ 直ちにガザ大虐殺をやめろ！食料を入れろ、飢えさせるな
在日イスラエル大使館 infomation@tokyo.mfa.gov.il / consular@tokyo.mfa.gov.il

在日米国大使館 在日米国大使館のFaceBook U.S. Embassy Tokyo から

メッセージをおくる

□ 日本政府はイスラエルに大虐殺中止を要求しろ
首相官邸 首相官邸ホームページより「ご意見・ご感想」コーナーから送る

外務省 外務省ホームページから「御意見・御感想」コーナーから送る


